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-糞蓬糞町
名

・
区
名

の

こ
と

ど

も

壮

　

　

　

順
　

信

０

今

¨

ら

Ｌ

六

十

年

前

に

十

ま

れ

た

■

名

こ

の

一
蓬

末

町

だ

よ

０

」

ヽ

号

を

重

ね

る

こ

と

二

十

日

に

な

っ
た

。

今

回

は

こ

の

会

報

の

名

の

起

こ

り

で

あ

る

茫

来

町

つ
出

来

な

ど

に

つ

い

て
　

這

，

驚

ｆ

Ｌ

て

Ｌ

菫

た

い

Ｌ

思

う

。

鷺

業

町

と

い

う

町

名

は

正

式

に

，

駒

込

蓬

栞

剛

と

い

う

も

の

で

、　
つ

い
■

一９
昭

和

二

＋

七

年

に

施

行

さ

れ

た

思

名

高

さ

「
住

居

表

示

に

関

す

る

法

律

」

の

う

０

日

に

会

っ
て

　

向

丘

一
丁

目

●

ん

て
る

に

も

つ

か

な

い

町

名

と

い

う

よ

，

，

　

こ

れ

が

，

Ｒ

表

示

と

い

う

も

の

ら

Ｌ

い

が

、

こ

れ

に

変

更

さ

〓

ら

れ

る

ま

で

、

私

が

育

っ
た

町

の

名

前

と

し

て

厳

然

と
Ｌ

て

存

在

し

て

い

た

。

さ

れ

は

こ

そ

、

現

在

に

三

る

ヽ

一
ま
と

ま

，

の

町

会

が

あ

り

せ

婚

笙

祭

一
切

に

関

し

て

，

Ｌ

話

を

頂

い

て

い

る

わ

け

で

あ

り

、

そ

の

名

ヽ

蓬

泰

町

会

な

の

で

あ

る

。

「
住

層

表

示

」

な

ど

と

い

う

曖

味

な

呼

称

に

た

ま

さ

れ

て

　

我

々
に
会

―
ｌｔ

も
れ
に
心
■
¨
て
■
，
道
ギ
・た
。

こ
れ
が

一
町
名
●
貫
」
と

末
ｔ
ら
、
幾
十
■
も

の
■
●
対

が
〓

■
起

．
■
で
●

ろ
う
●
　
■
●
表

示
は
別
に
，
〓
と
書

〓
■
割
り

●
ら
れ

て
　
町
名
そ

の

ヽ
の
に
は
影
響

が
あ

る
Ｌ
■
，

た
も
●

”
ｉ

■
●
た
つ
け
　
，

い
な

千
載

に
残

す
０
代
表
ｔ

，
た
い
な
ｔ
●
■
■

「
て
し

く

っ
た
．

〓
■
人

は
Ｉ
唱
Ｌ
た
人
は
■

「
く

●
吉
に
移
動
し
て

し
す

っ
て
　
施
行

す
る
人

は
，
く
別

の
人
間
が
や

´
て

い
る
●
Ｌ
綸

ホ
が
悪

い
．
地
名
た

の
町
名

は
、
長

い
時

間

の
中
に
白
ス
，
生
的
に
，
生

え
た
、
我

々
故
里

し
い

０
ば
文
化
的
所
■
物
だ
か
ら
　
■

の
Ｉ

つ
思

い
●

■
で

簡
単
に
片
付

け
』
れ
た
ら
、

ｔ
ｔ

っ
た
ヽ

の
で
は
，

一
．

■

●
●
、
給

■
■

か
ら
ヽ

「
‘
だ
り

や
た
ら
に
町
名
を

変
更
し
‘

い
様
に
１

」
の
，
ふ
れ
が
出
た
か
ら
、
な

ｉ

‘
ら
阪

が
立

つ
．
遅
れ

て
い
た
新
宿
区

内

の
四
，
と
が

キ
込
辺
に
，
、
古

い
虹
名
¨
沢
山
残

っ
て
い
る
。

と
う

ｔ
■
や
り
に
‘
る
●
４
ら
　
最
後
ｔ
て
と

こ
Ｌ
ん
卜
や

り
に
な

っ
て
欲

し
か

っ
た
。
■

々
は

ヽ
■

が
考

え
て
い

る
程
記
Ｉ
力
は
思
く
に
な
く
　
旧
町
名
ヽ
新
住
居
表

示

も

一通
り

も
言

え
る
の
た

，
ら
　
最
初

か
ら
改

め
る
必

晏

な
ん
か
な
か

っ
た
。
番
号

の
ふ
０
●

た
だ
け
改

“
れ

ば
正
坪
た

。
た
筈
た
。

閑
品
休

題
。

さ
東
町

の
町
名
は
　
明
治

五
〓

，
月
に

工
ｉ
し
た
か
ら
　
今

か
ら
●
十
六
年
前

の
こ
と
に
な
る
。

■
よ
そ
明
治

つ
こ
と
を
調

べ
る
の
に
ひ
も
と
く

『
風

俗
画
報

』
つ
臨
時
増
刊
に
、

「
新
撲
東
京

名
所
区
会
」

今
郷
ビ
之
部

と

い
う

の
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

コ
「
‘
蓋
泰
町
Ｃ
●
Ｅ
■
地
勢

南
は
駒
‘
●
分
Ｌ
に
接
し
　
東
は
刷
‘
千
駄
ネ
■

同
■
町
に
■
，
　
北
は
馳
込
凄
葛
町
に
●
し
　
東
に
減

■
町
　
■
町̈
、
●
■
町
に
■
，
、
地
勢
高
Ｉ
Ｔ
担
ｔ
，

番
地
は

一
上
ク
七
十

二
に
至
〓
．

０
町
名
の
起
源
治
常

駒
込
蓬
葉
町
は
　
元
文
年
間

（
一
ｔ
ｒ
■
ヽ
山
●
■
）

■
屋
ｉ
註
け
　
降
■
の
寺
院
四
富
ｉ

（
瑞
，
■
　
一一
ホ

寺
　
栄
松
院
　
光
源
■

）
と
相
対
す
る
に
国
，
口
軒
ｔ

町
と
称
■
，
　
Ｆ
治
■
年
二
月
浅
篤
町
０
円
■
び
高
林

ヽ
門
前
■
他
の
，
■
を
合
し
、
将
来
つ
繁
年
を
祝
し
一
ヽ

此
“
に
こ
■
　
十
三
年
駒
込
庁
町
分
の
内
及
び
■
騎
込

■
の
内
ｔ
，
す
」
と
あ
る
．

こ
っ
蓬
泰

と
い
う
こ
に
　
中
国
の
伝
説
”
速
葉
山
か

ら
出
た
も
つ
て
　
人
の
ド
に
あ

っ
て
仙̈
人
が
，
ｔ
と
い

う
Ｌ
で
　
は
起
●
よ
い
と
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
鷺
業

の
音
が
生
来
に
ヽ
通
す
る
０
で
、

不
郷
以
外
で
も
例
え

ば
画
■
■
に
ヽ
整
末
町

＾
■
を
は
ｔ
来
町
に
改
正

）
¨

戦
前
は
あ

っ
た
。
私
の
小
学
校
Ｔ
級
＋
■
代
は
　
競
〓

簿
に
自
分
の
住
所
●
自
分
で
書
く
欄
，
あ

っ
た
。
籠
“

町
●
字
の
と
こ
う
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
、
難
し
い
澳

字
に
開
口
し
た
党
え
が
あ
る
。

戦
前
に
は
■
在
よ
り
ヽ
多
く
　
実
に
十
八
寺
が
町
内

に
ち

っ
て
、
そ
の
面
積
は
町
生
●
●
八
●
％
に
も
及
ん

だ
。薔

“
町
界
限
で
は
、
町
と
し
て
は
浅
嘉
町
，
最
も
古

く
　
天
和
年
間

＾
一
六
八

一
～
四
年

）
に
町
屋
が
開
け

業
来
来
米
来

泰

町

だ

米
米
来
来
来

米

業 よ
米

来
米
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(2)

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
い
で
青
町
が

■
文
二
●

（
一
ｔ

一　
七
年

）
●
町
屋
か
開
け
た
．
こ
つ
一　
，
■
■
に
築
州

岩
掏
ｔ
ｔ
沿
い
て
道
“
ヽ
幅
湊
し
て
い
る
コ
●
に
■

「

た
か
ら
当
然
だ

っ
た
。
Ｌ
が
し
　
該
●
台
か
ら
明
晉

〓

〓

（
一
六
下
ｔ
ｉ

）
に
，
箱
し
て
来

ｉ
高
林
寺
Ｌ
■
前

●
早
く
ヽ
■
，
ｔ
Ｌ

（
　
工■
（
一
ヽ
十
二
●

）
に
町
屋

を
開
い
た
と
い
う
か
ら
　
明
■
Ｆ
■
一
一「
チ
ら
ｒ
泰
町

に
■

●
，
４
口
と
し
て
は
最
も
早
く
「
け
た
０
■
、
現

在
●
詢
本
小
学
在
芥
瞑
と
い
う
こ
と
に
な
〓
．

５
ほ
と
ん
ど
は
町
奉
行
支
配
の
外
だ

っ
た

エ

ド
の
■
〓
苺
●
は
　
ェ
´
〓
朱
喘
内
と
朱
引
外
に

分
け
て
　
ェ
Ｆ
Ｌ
つ
■
に
そ
●
■
円
を
■
■
燎
申
さ
を

し
た
の
で
こ
う
Ｌ
ば
れ
■
．
朱
引
●
年
■
に
よ

っ
て
何

度
も
引
さ
直
さ
れ
　
菓
末
に
は
，
ｔ
，
，
証
占
驚
て
拡

大
さ
れ
て
は
い
た
が
　
大
体
に
●
い
て
　
旧
十
二
区
の

範
囲
内
が
朱
申
内
で
‘

っ
た
．

朱
印
内
は
江
戸
，
Ｌ
と
北
●
町
＾
行
所
■
月
交
代
で

取
り
“

Ｉ
っ
て
い
た
。

「
町
■
●
配
」
と
い
お
れ
る
も

●
て
、
朱
引
，
は

「
地
方
〓
配

（
し
●
た
―
´，
い
こ

丼

い
っ
て
　
関
東
証
代
支
配
つ
範
曰
で
あ

一
■
．
も

っ
と

ヽ
蓬
末
町
の
八
割
を
占
●
る
キ
院
け
別
十
で
，
■
４
行

三
配
地
で
あ

っ
た
か
ら
　
他
っ
〓
●
は
手
の
ほ
と
こ
Ｌ

ヽ
が
，
か
っ
た
　
よ
ネ
町
●
界
限
で
は
、
高
ホ
寺
門
前

だ
け
が
、
町
方
支
配
と
，

っ
て
い
て
、
他
は
地
方
ヽ
配

地
て
ら

っ
た
。
実
州
昔
期
待
道
ヽ
西
側
の
追
分
町
■
お

町
は
町
方
ｉ
配
だ

っ
た
の
に
　
東
側
ｏ
蓬
泰
町
側
は
■

方
支
配
だ

っ
た
。

こ
●
こ
と
が
　
弾
ｔ
，
■

●
■
Ｆ
「

０
時
代
●
■

●

て

「
オ
ｔ
分
け

る
結
果

七
‘

●
て
い
た
．
少
く
と

ヽ

口
ｔ
十

一
年
十

一
月

二
日
に
　
■

■
Ｌ
れ

か
誕
生
Ｌ

て

本
■

に
と
な
る

百
で
は
　
同
じ
湾
“
町

●
¨

で
も
属
す

〓
大
区

■
二
三
ｌ
ｔ

っ
た
。

そ
●
『

り
出
ｉ

ご
ｌ
ｔ
簡

単
に
ま
ｆ
す
る
と
左

●
〓
に
な
る
．

慶
応
４
年

４
月

■

日
　
江
戸
掟
「
け
わ
た

し

Ｈ
応

４
年
，
月

１７
日
　
江
戸
を
，
し
て
東
京

（
と
う
け

Ｌ

）
ｔ
改
む
。

鳴
ｉ
ｌ
年

９
月
２
日
　
東
京
”
』
庁
　
ＩＨ
朱

引
内

■
ヽ
代
〓
，
配

地
●
武
蔵
真
と

し
武
蔵
県
「
〓

が
■

●
た
。

明
■
２
年
，
輌
　
　
　
，
た
に
品
――Ｉ
Ｆ
　
小
菅
県
、
大

官
県
　
市
和
■
な
ど
試
行
鶴

誤

●
課
■

て
生
ま
れ
〓
．

明
治

２
■

２
弓
　
　
　
朱
引
内
●
Ｉ
十
■

●
に

ネ
引
■
を
■
方

上
番
■
に
合
計

ｉ
十
五
番
也

て
●

め
〓
．

こ
の
Ｌ
蓬
栞
■
は
ほ
と
ん
と
が

●
方
二
番
れ
に
属

し
た
．

明
●
４
年

６
月
■
日
　
未
引
内

■
＋
番
種

を
川
体
し

て

第

一
ヽ
第
六
大
区
制

と
ｔ
る
。

こ
の
時
本
■
区

の
■
と
ん
と
は

第
四
大
Ｆ
に
属
じ
た
。
こ
栞
肛

●
ほ
と
ん
と
は
ま
●
■
方

二
番

４
た

っ
た
。

鴫
●
４
年

Ｈ
月
　
　
　
美
引
■

を
第

ｔ
，
■

人
区
に
分

け
る
。

こ
の
時
　
蓬
ネ
町
が
第
九

大
区
第

二
小
区

に
な
る
。
高
林
寺

門
前

は
第
四

●
区
第

ｔ
小

Ｌ
と
な

っ
て
い
た
。

明
治

ｎ
ｉ
ｎ
月
２
日
　
零
瑯
二
駒
込
蓬
末

町
と
な
る
。

昭
和
７
●
・０
月
１
ヨ

旧
十

〒
区

の
他
に
新

た
に

■
■
区

が
誕
■
し

て
　
大
東
一，
二
十

下
区

前
と
な
る
。

昭
和
・８
，
７
月
ｌ
Ｈ
　
東
一界
部
前
と
な
る
．

皓
和
２２
年
３
月

　

　

東
京

●
区
制
改
革

て
文
京
区

と
〓

・る
。

明
ｉ
推
新
●
つ
ト
ラ
イ
　
ア
ン
ド
　
エ
ラ
ー
の
結
果

実
に
自
ま
ぐ
ら
し
い
●
で
に
区
●
行
政
区
画
が
変
化
Ｌ

た
。
第
四
大
区
は
　

「
た
い
よ
ん
だ
い
く
」
で
は
な
く

「
だ
い
し
た
い
く
」
と
，
ぶ
。
当
時
は
消
防
も
警
察
ヽ

学
霰
も
、
こ
ｏ
人
区
制
●
単
位
で
ら

っ
た
か
ら
、
本
郷

消
防
者
は
　
阪
本
　
愛
宕
　
麹
町
　
Ｔ
●
　
深
川
と
共

に
■
内
六

つ
の
方
面
本
部
の

一
翼
だ

っ
た
し
、
第
四
人

Ｌ
■

一
番
小
■
Ｌ
し
て
は
湯
島
小
学
●
が
市
内
の
六

つ

つ
古
い
小
学
，
と
共
に
引
●
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
鳶

ｉ
つ
＋
天
●
白
い
線
は
、
そ
０
当
時
０
ま
ま
で
，
し
て

い
る
．
即
ち
　
■
円
　
日
本
橋
　
新
橋
ま
で
は
第

一
区

で
日
い
人
い
●
線

一
本
、
芝
か
ら
“
川
ま
で
は
第
二
区

だ
０
ら
二
■
　
鷲
剛
　
四
●
辺
は
第
二
区
　
本
狂
　
根

津
は
大
四
区

（
■
在
は
電
込
蓬
栞
町
　
千
駄
本
町
辺
は

第
四
Ｌ

二
番
組
と
し
て
編
入
さ
れ
て
い
る

）
Ｔ
●
　
浅

車
は
第
Ｔ
Ｆ
　
そ
し
て
本
所
深
川
は
第
六
区
と
し
て
六



“

)

本
り
自
線
●
入

っ
て
い
〓
．
＋
数
，
直
線
　
儡
４
は
置

燎
と
≡

っ
て
い
る
。

本
郷
区
と
●
■
を
ま
で
け
　
湯
鳥
Ｆ
ヽ
詢
ス
区
だ
と

が
小
日
向
Ｌ
だ
と
■
の
候
補
■
が
ら

っ
た
。
場
島
と
い

う
地
４
は
阜
ヽ
占
く
武
蔵
国
●
単
島
■
ι
六
つ
の
吉
名

の

一
つ
て
、
本
郷
と
い
う
の
は
、
湯
島

の
中
の
場
島
本

■
と
い
う
べ
４
と
こ
ろ
の
ｔ
置
●
け
に
´

一
た
か
ら
、

（
源
順
著

「
和
名
類
茶
”
」
九
二
■
年
頃
成
立
し
た
日

本
初
の
辞
共
に
出
て
来
る

）
本
当
な
ら
，
日
区
飾
込
薔

栞
町
と
な
る
べ
き
Ｌ
こ
ろ
た

ｏ
た
，
ヽ
「
れ
ｉ

一
．

今
回
は
第
一
十
号
■
●
で
、
少

し
，
た
い
記
事

Ｌ
な

っ
た
こ
と
〓
「
許
し
い
た
た
者
・た
い
．

沼

「

“

年

７

月

上

旬

●

』

Ｈ

月

中

旬

ヽ

て

８
月
・７
口
　
文
京
区
総
合
防
災
訓
寵
●
区
役
所
主
催
に

ょ
，
六
義
園
で
実
施

達
れ
ま
し
た
。

９
月
ｌ
日
　
防
災

０
日
　
８
月

８
月
“
～
９
月
５
口
　
防
，
週
間

不
膚
の
災
〓
に
備

え
て
、
い
つ
匈
け
て
も
動
せ
ず
に

行
動
●
出
来
る
よ
う
な
心
の
率
価
が
必
要
で
す
。

「
み
ん
な
て
，
ろ
う
、
わ
が
家
、
わ
が
町
」

ｎ
月
３
日
　
〓■
■
部

の
，
肯
折
り
に
よ
り
ま
し
て
、
町

会
主
催
に
よ
る

「
防
■
防
災
訓
練
」
を
実
施
す
る
運

び
と
な
り
、
向
上
高
校
校
庭
を
卜
結
り
し
て
区
投
所

消
防
署
　
警
察
署
　
本
部
消
防
団
の
ご
指
導
に
よ
り

ま
し
て
、
町
内
の
皆
様
に
初
期
消
火
、
応
急
手
当
つ

方
法
な
ど
災
害
Ｌ
に
，
立
つ
事
を
学
ん
で
載
さ
ま
Ｌ

た
。

■
月
２６
ヽ
・２
月
５
日
　

「
全
国
私
０
火
災
予
防
運
動
」

運
動
期
間
中
に
当
た
る
１２
月
４
』
０
文
京
大
中
校
庭

に
Ｉ
い
て
、
区
●
所

の
主
催
に
よ
り

「
昭
和
６３
年
度

オ
郷
地
区
防
災
訓
練

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
午
前
９
時
ヽ

１１
時
２０
分
ま
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
　
町
内
書
様
も
奮

口
旧

旧

幽

９
月
２‐
，
３０
口
　

「
全
国

父
通
安
全
運
動
旬
間
」

当
期
間
中
は
警
察
署
の
交
通
安
ｔ
キ
■
ン
ペ
ー
ン
に

参
“
す
る
ほ
か
　
女
通
部
　
婦
人
部
の
■
さ
ん
が
有

一り
に
，
い
て
一′
通
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

Ｓ
日

１１１

圃

１０
月
　
　
　
・́
し
か
た
も

の
で
造

れ
る

「
工
作
教
室
」

を
■

し
ま
し
た
．

■
月
３
日
　
一月
年
ヽ
企
画
に
よ
る
防
災

訓
蘇
に
多
数
参

加
載
さ
ら
，
か
と
う
ご
●

い
ま
Ｌ
た
。

曰
Ｈ
‐―――
幽

１０
月
％
曰
　
共
同
〓
金
に
際
し
ま
し
て
は
、
町
内
告
様

り
温
か
い
ご
厚
志
を
賜
り
ま
Ｌ
て
左
記
の
金
円
を
納

付
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
金
　

一
六
口
　
■
０
０
円
也

６
月
２９
曰
　
文
京
Ｌ
■
所
主
催
に
よ
り
町
単
■
●
広
報

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
　
当

町
会
か
ら
●
員
二
名
参
「
■
し
ま
し
た
。

１０
月
１
日
　
区
‘
所

の
委
嘱
を
受
け

「
●
宅
調
査
」
に

■
■
■
名
、
調
査
員
を
也
当
．

Ю
月
５
□
　
営
団
地
下
欽
７
〓
線
新
設
工
事
に
よ
る
駅

舎
訪
数
つ
た
め
、

「
本
駒
込
駅
対
策
協
議
会
」
発
足

本
口
初
会
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０
月
３‐
日
　

「
区
政
を
語
る
集
い
」
に
●
島
町
会
長
、

出
席
．

当
町
会

に

，
住

ま
い
の
方

で
、

７
月

か
ら
ｎ
月
ま

で
の

間
に
ご
逝
去

さ
れ
た
方

々
の
０
名
前

は
左
記

の
と
〓
り

で
ご
ざ

い
ま
す
。

謹
ん
で
卜
悔

や
ネ
を
中

し
上
げ
、
ご
冥
福
を

，
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

梶
原
駿
様
　
清
水
正
寿
様
、
堀
江

ユ
キ
様

鈴
木
正
男
様

‘
貫
●

一
部
交
人
に
つ
い
て

■
部
、
退
，
　
赤
本
靖
明
氏
、
新
Ｆ
　
小
川
義
■
氏

甲
Ⅲ

旧

幽

１０
月
１１
ヽ
力
口
　

「
全
国
■
●
防
犯
違
励
旬
間
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。



14)

昭 和 63年 根 津 神 社祭

蓬 末 町 町 会 祭 礼 会 計 報

ネし

生

御神酒所 コ 当

御 lF・ F_ ■当

会 .I

会 計

オ申   `R

“

 江

竹  中

高  椅

橋  本

郎 ⑪
治 ③
馬 lll

郎 Q
昭 0

〓
一
頼
　
一
　

一　
明

祭 礼 給 会 計 Ｏ

Ｏ

晃

美

良

柄

熊
　
藤

猪
　
加

本年の根車神オ1御 祭ネしに際 しま しては町内の皆様方より多額●御寄贈を

llt Oま して 連 曰■日好天にも恵まれ、盛大 な祭ネしを催す事がてきました。

れは ■に町内皆様りご厚情の賜物 と感謝致 してヽります。

誠にありがとうございました。

本号 を■配 り出来 る頃は師tに 入 つて なにかと皆様にはお忙 しい時期

と希 しますが,寒 さ春々厳 Lき 折  ご自愛0 に新 しい年をお迎ぇ下さい。

編集委員

小 ll,■  竹 Ⅲ 馬 高橋―郎 猪熊良晃 lll出  暉 .

収 人 支 出

前 朗繰越

受敢禾」息

寄 付 金

普通預金

定 lt5預金

02年 分

63年 分

御 神酒所

御仮屋
「
T

常 瑞 寺

針洗 会費

227,952

221,076

7704

47S

l,1 63000

880000

10000

20000

設 営 関 係 費

渡 御 関 係 費

=納
関 係 費

寄 付 金 費 関 エ

備 品 保 存 関 係 費

雑 費

修理費積立金 59年 分

61年分

63年分

よ 期 繰 越 金

392785

980980

2326110

135500

67200

59034

200000

200,000

200ooo

62,111

2.530210 2.530210


